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論文
労働市場における失業率と欠員率
?
保 郎
日本経済は長年の間，過剰労働に悩まされて来たが，比較的長期間にわたる
経済の好況と，人口増加率の低下にともなって，労働不足がむしろ経済の重要
な問題となり，経済成長率にも影響を与えかねない昨今の趨勢である。また，
ここに到って，長期的な傾向として失業率の増加と欠員率の増加とが，相とも
なって生じると言う，一見矛盾した現象が見られるようになった（〔9〕,pp. 25-
57)。ここでは，その原因を確め， これもまた， 合理的な選択による結果であ
る事を示したい（図参照）。
先づ労働に対する需要は短期的には景気の状況により決定され，経済全体の
環境の変化は労働者の労働供給の態度に影響を与えるものと仮定する。労働時
間は一定であり，したがって労働の供給によって生ずる不効用も一定である。
さて， ここで賃金水準と雇用環境の異なる m 種類の企業があったとしよう。
これらの企業はPRを通じて，その特性に関する情報を失業中の労働者に与え
るであろう。 この情報は賃金と労働課境に関するものとする。情報に関する
「あいまいさ」をエントロビー Hで示す事とする。ここで m 個の事象を A;
(i=l, 2, …， m)で表わし，それが起る確率を P(A;)とすれば，
H= -p(A1)log2 p(A1)-p(A2)log2 p(A2)-
…-p(Am)log2 p(Am) (1) 
が成立する。
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命題
1から i番目までの事象を区別出来なければ，区別出来る場合に比べてエン
トロビーは減少する。
〔証明〕
簡単化の為に p(A;)をかで示し，ェントロビーを
H=JCP1, Pz, …，加） (2) 
としよう。帰納法で証明するため，まず事象AiとAzが区別出来ない時に，
次の関係が成立しているとしよう。
JCP1, Pz, ・, Pm) =f(P1 +Pz, pg, …, Pm) 
鳴＋加）if(P1 Pz 
げ加'pげPJ (3) 
ただしか＋柘>oとする。 もしそうでなければ番号をつけ替えて少なくとも
かかわが正であるようにすれば良い。 p;は確率であるから，必らず，その
ようなかか加が見付かるであろう。 3~i~m であるような任意の自然数 i
に対して
f(p" P2, …, p,.)=J(p, +加＋…＋か，Pi+1,…, Pm) 
＋（か+p叶…＋か）!(P1 …, p;) か＋か＋・・・十か＇ か＋か＋…＋か (4) 
が成立しているとしよう。 0くか +pけ… +p;~l は 1 つの確率と考える事がで
きるから，これをひとまとめして(3)式を適用すれば，
1( か... P1 Pi+1) 
P, +P2十・・+P1+Pi+1' 'P1+P2+ .・+P1+P1+1' P1+P2+・・・+pi+P1+1 
=J( か＋加＋…+pi Pi+l 
勺+p叶…+pげP1+1'PげP叶…+pげPi+)
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雇用失業率と欠員率の関係
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図 （平成2年版「労働白書」 p.57より）
＋（か+pけ…+p;). 1( か/q
か＋か＋…＋か+v,. , ,,.1 , ム ' 'ムヽ I-' 
柘/q p;/q) 
（か+pけ…＋か）/q, …, (か+pけ…＋か）/q 
=!(か+pけ…+p; Pi+1) 
P1 +P2+・・・+p;+Pi+1'P1 +P2 +・・・+p;+Pi+1 
＋（か+p圧 ・・P;)・I( か
か+b2+…＋か+/J;+1 ム，,_'',_'
P2 ． p; ..'',_',_'',_) (5) 
ただし q=か+P2・・・+か+P1+1である。ここで両辺にか+p叶…+pげP1+1
を掛ければ
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（か＋か＋・・・＋か＋知） . 1( ' ム 0 0 L O L ' P1 p 
. ft; P;+1 
'pげPげ・・+pげ加'pげPげ・・・+pげp;.J
=CP1→+…＋か＋恥）・!( Pi+か＋…+p; Pi+1 PげP圧・・＋か＋加’ か＋柘＋・・・＋か+P;+)
+(pげP叶…+p;).!(P1 … p;) 
PげP叶…+p;' ' P1+拓＋・・・+p;
そこでもとの式にもどって
JCP1, h・， 加）
=JCP1+Pげ…+p,P1+1, …, Pm) 
+CP1+Pけ…十か）・!( P1 …， p; ) 
か＋か＋…＋か’か＋か＋…＋か
=JCP1+P2+…+p, +P1+1, P1+2, …, Pm) 
+(pげP叶…＋か+P1+1)・f( P1+か＋・・・+p,
勺+pげ…＋か+P1+1'
＋（か+p正・・＋か）・1(
P1+1) 
P1+P2+…+P1+P1+1 
P1 Pz 
か＋加＋…＋か’か＋拓＋…＋か'
. p; 
'pげPげ ・・・+PJ
p, 
=f(P,+P2+…+p;+Pi+1, Pi+2, …, Pm) 
+(pげP叶…＋か+P;+i)・t(
勺+pげ・・・＋か+Pi+,'
. p; Pi+1 
' P1+pz+… ＋か+Pi+1'か＋加＋・・・ ＋か+pi+)
(6) 
iまでに成立した関係が， i+lにまで拡大しても， やはり成立する事が証明
された。
か+P2+…+Pi+1>0 (7) 
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であり，またエントロビーの定義から
J(P1 … p; 
勺＋ゎ＋… +pけP;+1''か＋柘 +··•+p;+Pi+1
Pi+1) 
P1+P2+…+p;+Pi+1 >o cs) 
である。したがって
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JCP1+Pけ…+p;,Pi+1, ・, Pm) 
>J(pけPけ…+p;+Pi+1, Pi+2, …, Pm) C 9) 
と主張しうる。かは i番目の事象の起る確率であり， Pi+1は i+l番目の事
象の起る確率である。
JCP1+P2+・・・+P1, P1+i. ・, Pm) (10) 
は事象 A1から A;までが，はっきりと区別がつかない場合のエントロビーで
あり，
f<P1 +P2+…＋か+Pi+1,Pi+1, …, Pm) (11) 
は事象 A1から A1+1までが，あたかも 1つの事象のように受取られて区別が
つかない場合のエントロビーである。すなわち，事象の区別が明瞭に出来るほ
ど，エントロビーが増大するのが証明された。
? ?
企業に関する情報の増加は，労働者の企業に対する知識を深め，エントロビ
ーが減少するように思えるが，事実はそうではない。個々の企業の持つ個性が
明確になるに従って，これまで漢然としか区別出来なかったので，自己の特性
と適合するように考えられて来た事も，そのミス・マッチが次第に明らかにな
る半面，より適合した仕事を探そうとするのである。
企業側の発する情報を労働者側が常に的確にキャッチしていると言う保証
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は，どこにもない。そこには良い意味においても悪い意味においても何らかの
誤解が付きまとうものである。 PA;(A;)を A;であるべき事象を A;として受
け取る確率であるとしよう。ここでは何らかのノイズが存在して，正確な情報
が伝わらないのである。ここで，この確率は次のようになるであろう。
加 CA1),PAlA2), …， PA1(Am) 
PA2(A1), PA2CA2), …， PA2(Am) 
PAm(A1), PAm(A2), •••, PAm(Am) 
(12) 
PA;(A;)のときのみが，企業の情報が失業者に正確に伝達される場合である。
さて，雇用を決める一番重要な要素として，賃金および労働環境がある。こ
のような i番目に類別される環境 Siについて， 主観的確率順序妖S;)をつ
けうるものとしよう〔10〕。最低許容賃金を Wo, また最低許容躁境を s。とすれ
ば，彼の期待賃金 w.は次のようになる。
w,=E[w; ・冗;lw溢Wo,冗;=冗 (s;)~冗(so)]
・如(w溢Wo)-E(C) (13) 
ここで E(C)は職探しの期待費用である。加j は Woより大きい賃金を獲得
しうる主観的事前確率である〔10〕。ここで冗jはノイマン＝モルゲンシュテル
ン流の期待効用理論によって評価された，環境に対する期待効用である。
企業のPRによって発せられる情報は欠員率の増加と共に質と量との増加が
見られるであろう。不況になり，失業率が増加し，欠員率が減少したとして
も，一度確立されたPRの方式は容易に変化しない。一方，失業者は，欠員率
が高い間は企業の発する情報に注意深い態度で研究を行わず，やがて満足すべ
き職場が見付かるであろう，との安易なムードの下にある。 (12)式に示された
確率分布は PA;(A;)が比較的低く，企業からの情報に対するアンテナが十分
に機能しないままである。失業率が増加するに従って，企業に対する関心が高
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まり，個々の企業に対する個性の研究が深まる。情報伝達のノイズは減少し，
今まで識別されていなかった区別が明確化する。この事は命題に示された結論
により， 労働供給のエントロビーを増加させ， その量を減少させる。すなわ
ち，労働供給に関して，情報量の増大は，自己の個性に適合した職業であるか
否かが明確になり，供給量の減少に導く。エントロヒ~- Hは，状態変数であ
り，供給関数をシフトさせる。情報量は保存されるから，一度シフトした供給
関数は，それが忘れ去られる現境が生じない限り，もとに戻る事はない。以上
から次の定理を得る。
定理
労働の供給量 Lは下の関係で示される。
L=(w., H), 8L 8L ->O, -aw. 8H <o 
?
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